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報の重要度が高い。しかし、単独の数量表現に比べ

ると件数が少ないので、正しく数量表現を認識するた

めには十分な計算機実験を行い、精度を評価すること

が必要不可欠である。本研究では、読点やダッシュな

どを含む範囲を表す数量表現の抽出や分類について

も述べる。特に、値表現に関する読点の分類に分類

木を用いた新しい分類アルゴリズムを提案し、計算機

による評価実験を行う。

本論文では、まず2章で数値情報の要素である基

本数値情報の定義について述べる。次に3章では、数

量表現を数値情報に変換する際に必要となる読点の

分類を述べた後、読点の分類アルゴリズムを提案する。

4章では、分類アルゴリズムを評価するための計算機

実験について概要を述べ､５章では、計算機実験の結

果を考察する。最後に、本論文のまとめと今後の課題

を6章で述べる。

１．はじめに

近年、新聞記事やＷＷＷなど大量のテキストが電

子化されている。その大量のテキストには、単位や度

合を含んだ数値や範囲を表す数量表現が存在する。

現在、テキストに対する検索手法としては、全文検索

が一般的であり、テキストに含まれる単語から事前に

索引を生成しておき、検索を行う際には索引を用いて

検索を行う。しかし、この手法では金額などの数量表

現は単なる文字列として扱われる。そのため、数量表

現を活かした検索は行えない。例えば、「＋万円以下

のパソコン｣といった大小関係を扱う検索を行うことが

できない。テキストに含まれる数量表現を利用した検

索を実現するためには、テキストから数量表現を抽出

し、四則演算可能な数値に変換する(これを｢数値化」

と呼ぶ)ことが考えられる。数値化を行うことで、数量表

現を、数値や範囲に単位あるいは度合を付加した数

値情報として扱うことができる。これによって｢１００，００

０円」、「＋万円」など数字の表記に関係なく、数値の

大小関係や範囲を指定した検索が可能になる。

本論文で取り上げた新聞記事には、様々な数量

表現が存在する。例をあげると｢２００１年」、「二○％」、

｢千四百六十一円」などである。これに加え、「一万五、

六千円」、「１，２，４回」、「一八五六一一九○五」とい

うような、範囲などの表現もしばしば見受けられる。そ

のため正しく数値情報を抽出することが困難である。こ

れまで数値情報の抽出法を研究したものとしては、斉

藤ら')、山口ら2)などがある。しかしながら､これらの研究

は新聞の数量表現を抽出することはできているものの、

四則演算可能な数値への変換法は提案されていない。

そこでわれわれは数値情報を表す構造を定義し、範

囲などを含む数量表現を四則演算可能な数値に変

換する方法の提案を行う。

通常、数量表現には読点「、」やダッシュ｢－'｣など

を用いない単独の形式が多いが、読点やダッシュを用

いた数量表現のほうが単独の数量表現に比べて、情

２数量表現の認識について

２－１基本数値情報の定義

数値情報を扱うための要素として基本数値情報を

定義する。基本数値情報は『上限値」、「下限値』、

｢度合」『単位』の4項目からなり、新聞記事に存在す

る2種類の数量表現、すなわち範囲を表す表現と度合

を含む表現の両方を表すことができる。

まず、範囲の表現は｢'000－2000円｣や｢九時から

十一時」のような数量表現であり、これを表すために

｢上限値｣と｢下限値｣を用いる。次に、度合を含む表

現の場合は｢約１キロメートル」、「－万人程度｣のよう

な数量表現であり、基準となる数｢１｣、「－万｣と概数を

表す単語｢約」、「程度｣を含む。また、『上限値｣と『下

限値』を同じ値にすると、基準となる数のような範囲を

持たない数も表現することができる。概数を表す単語

を『度合』とする。これに｢単位｣を加えて、基本数値情

報とする。例えば、「約一万五千円」と｢六階から九階

まで｣は次のようになる。

'新聞記事は縦書きのため、チルダ｢～｣をあまり用いない。
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･例１：「約一万五千円｣の場合

上限値：15000

下限値：15000

単位： 円

度合： 約

２－２基本数値情報の抽出

基本数値情報を抽出する手順を以下に示す。

①「茶筌3)｣を用いて新聞記事の形態素解析を

行い、文章を単語単位に分割し品詞付けを

行う。

②「数詞｣とその前後の文字列を数量表現とす

る。

③基本数値情報の定義に従い、数量表現の上

限値と下限値を決定し、数値化を行う。

④数量表現に単位用辞書を適用し、単位を決

定する。該当する単位が存在しない場合は数

字部分の直後の単語を単位候補語として登

録する。ただし、直後の単語が助詞、助動詞、

括弧などの場合は候補なしとする。

⑤数量表現に度合用辞書を適用し、度合を決

定する。

･例２:「六階から九階まで｣の場合

上限値： ９

下限(直： ６

単位： 階

度合： なし

この基本数値情報の構造には2種類あり、構文定

義をBNF記法で表すと次の通りである。ここで、数量表

現の中の数字部分を値表現として別に定義する。例

えば、「１，２，４位｣や｢一万五、六千円」などで、下線

部が値表現である。

基本数値情報１::＝

［前置度合][前置単位]値表現

［後置単位][後置度合］（１）

基本数値情報２::＝

基本数値情報１［範囲表現］

［基本数値情報1][範囲表現］（２）

ただし、ｕは省略可能を表す。

式(1)の基本数値情報１は、ひとつの値表現で、数

値や範囲、複数の数値を表す構造である。ここで、値

表現には、数値、範囲、複数の数値を含む。基本数

値情報lの例としては、「約六百億円」、「3万－5五円」

３読点の分類

３－１読点の種類

数量表現を数値情報に変換するときは、式(1)を

用いる。このとき、値表現に読点を含むと、読点は読

点前後の数量によって複数の意味を持つために、正

しい数値の判定が困難である。例えば、「３４０，２４５ミ

リリットル」は｢340ミリリットルと245ミリリットル」を表し、

｢－，七一一メートル｣は｢1711メートル｣を表すが、読

点の種類が正しく判断されないと、「340245ミリリット

ル｣や｢1メートル、711メートル｣として変換される。他の

例として｢五万二、三千人」、「一八六○、七○年代」

は正しく認識されると「52000人、53000人」、「1860年

代、1870年代｣だが、「50002人、3000人｣、「1860年代、

70年代」と誤認識される恐れがある。ここでは数量表

現を数値情報に変換する際の読点の違いを読点の意

味から、「桁区切り｣､「列挙」「置換』、「前後組合せ』

などがあり、下線部が式(1)の値表現である。

一方、式(2)の基本数値情報２は、複数の値表現

で数値、範囲などを表す定義である。基本数値情報２

の例としては、「六階から九階まで」、「２４日から４日

間｣などがあり、下線部が式(2)の値表現を表す。

表１読点の分類と数量表現の例

実際の数値

13542トン

15670平方メートル

５００，１０００メートル

２３，３０日

1991,1992年度

1960,1970年代

17000,18000円

６０，７０人

なし

なし

数量表現の例意味読点の分類
一

桁区切り

列挙

置換

一三、五四二トン

_五、六七○平方メートル
｢，」の代わり、ひとつの数値を表す

五百、千ﾄン

２３，３０日
前後の数量がそれぞれの数値を表す形式

前数量の下2桁を後数量に置き換えた形式

前後の数量を組み合わせた形式

名前や前後の数量に関連がないもの

１９９１，９２年度

一九六○，七○年代

一万七、八千円

六、七十人
前後組合せ

１，２－ジクロロメタン

１９９２．１２．２３，２３４回
その他
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｢その他｣の5種類に分類する(表1)。それぞれの分類

項目を示す。

桁区切り：「桁区切り｣は、縦書きの新聞特有

の表現と考えられ、桁を表すカンマの代わりで、

「－，○○○，○○○円」のように3桁置きに用

いる。つまり、読点前後の数量を全てまとめて

ひとつの数値を表している。したがって、読点

を含む値表現を数値に変換する場合に、値表

現をひとつの値として変換する必要がある。

列挙：『列挙｣は、同じ単位を持った数量を、

読点で区切って複数列挙しているにすぎない。

例えば、「二、三、四、八ヶ月」などである。した

がって、読点前後二つの数量は、別々に数値

に変換され､複数の数値を表す。

置換：「置換』は、主に｢年」を表すとき、「一

九八九、九一年」のように用いられる。読点の

後ろの数量は、読点の前の下２桁を置き換え

た数値を表す。したがって、読点の前後二つ

の数量を各々数値に変換した後、読点の後ろ

の後数量は、読点の前の前数量の百の位以

上の値を付加した数値に置き換える。すなわち、

｢１９６８，６９年｣は「１９６８年」と「１９６９年｣とし

て数値化する。

前後組合せ：『前後組合せ』は、「五万二、三

千円」のような値表現を「52000円」と「53000

円」として数値化する際の分類である。このよう

な数値を認識させるためには、値表現を三つ

の部分に分割する必要がある(図l)。すなわち、

読点の前後ｌ文字までを｢判断部」と呼び、判

断部の前を接頭部、後を｢接尾部｣と呼ぶこと

にする。そして、判断部の読点の前後の数字

それぞれに対して、「接頭部｣と｢接尾部｣の数

字を組み合わせることで正しく数値に変換でき

る。

その他：上述の4種類に該当しないものを『そ

の他｣とした。『その他』には、例えば化学物質

の名称内に読点が出現するものや、「１２．２９，

３４回」が「１２月２９日」と｢34回」を表すような前

後の数量の単位が異なる数量表現などが含ま

れる。

一万七､八千

一万七千 一万八千

図１前後組合せの認識方法

解析を行い、文を単語に分割し品詞付けを行う。その

後、「数詞、読点、数詞」の順番に並ぶ語句をすべて

取り出す。次に、取り出した語句とその前後の文脈な

どを判断して人手によって、表１の5種類に分類する。

すなわち、現在、読点の前数量と後数量の分類のた

めのアルゴリズムが存在しないため、膨大なデータの

分類を人手に頼らざるおえない。文脈判断せずに値

表現だけで自動的に判定を行い分類ができるならば、

高速で高能率なアルゴリズムが提案できる。

読点の種類を判別する分類木を生成するための

分析項目は、次に示す7項目である。この項目はすべ

て値表現のみから得られる。

①前数量の文字数

②後数量の文字数

③位の有無

④中点の有無

⑤前数量と後数量の差が9未満

⑥前数量と後数量が等しい

⑦前数量の最後の文字と後数量の最初の文
字が連番

これらの分析項目のうち｢位の有無」は、前数量と

後数量のどちらかに｢十，百、千、万、億、兆、京｣など

の位を表す漢字を含むかどうかの判断である。また、

｢中点の有無」は、小数点を表す中点が、前数量と後

数量のどちらかに含まれるかを示す。なお、中点を小

数点として用いるのは、新聞特有の表現である。さらに、

｢前数量と後数量の差｣の計算は、読点前後の数量を

個別に数値に変換し、それらの数値を比較する。例え

ば「五万二、三千」の前数量と後数量は、それぞれ

｢50002｣と｢3000｣になる。最後の項目の｢前数量の最

後の文字と後数量の最初の文字が連番｣では、「０，
１」と「九、＋」の組み合わせは、連番とみなさないこと

にする。これは「１０，１１人」や｢九、十六日」など｢前後

組合せ｣にはならないため、読点を分類するためには

利用できないからである。

本論文では、図２に示す分類木で読点の種類を判

３－２読点の分類方法

前節で述べた読点の分類は、数量表現を数値情
報に変換する際に必要である。読点を分類するために

利用した新聞記事は、既にＣＤ－ＲＯＭ化されている｢毎

日新聞ＣＤ－ＲＯＭ’９４データ集」、「毎日新聞

ＣＤ－ＲＯＭ’９５データ集｣である。この中から1ケ月分

の新聞記事データに対して、「茶筌｣を用いて形態素

接頭部 判断部 接尾部
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点の分類を行う。実験データは分類木の生成に利用

した｢94年１月」および｢94年１０月」、「95年４月」、「９５

年１２月」の記事４ケ月分をデータとする。記事から｢茶

筌｣によって｢数詞、読点、数詞｣の順に出現する部分

を取り出す。取り出した部分を実験データとし、図２の

分類木を用い分類を行い、実際の記事上の語句と対

応しているかを確認する。ただし、スポーツ面の記事は

特殊な数量表現が多いため、今回は除外する。スポ

ーツ面は他の新聞記事と異なり、テニスの試合の結果

｢２－１(６－４，３－６，６－１）」のようなスポーツ面特有

の表記やマラソンの順位と記録を表形式でを含むから

である。

定する。

①後数量の文字数は3である。

Yes→②､ＮＣ→⑦

②位がある。Yes→③､ＮＣ→④

③前数量と後数量の差は9未満である。

Yes→『列挙｣､ＮＣ→『前後組合せ」

④前数量の文字数は3以下である。

Yes→⑤､ＮＣ→⑥

⑤前数量と後数量は等しい。

Yes→｢その他」ＮＣ→｢桁区切り』

⑥中点がある。

Yes→｢その他』､ＮＣ→『列挙」

⑦位がある｡Yes→⑧､ＮＣ→⑨

③前数量の最後の文字と後数量の最初の文字

が連番である。

Yes→『前後組合せ」ＮＣ→『列挙』

⑨前数量と後数量の差は9未満である。

Yes→｢列挙」ＮＣ→⑩

⑩前数量の最後の文字と後数量の最初の文字

が連番である。

Yes→｢前後組合せ｣､ＮＣ→⑪

⑪前数量の文字数は4である。

Yes→｢置換」ＮＣ→『列挙」

４－２実験の評価法

実験結果を表２に示す。評価は次式で求められる

適合率と再現率で行う。

適合率薑二塁=＝鵜;篭
再現率薑分鷆芒漂鵠

(3)

(4)

表2から各月のデータ数を見ると、どの月も550件

から700件ほど取り出すことができた。極端に出現数が

少ないものはなく、分類項目の出現数についても、ど

の月もほぼ同じくらいの割合になっている。

なお、表2の｢正しく認識｣は分類木を用いて正しく

４読点分類の計算機実験

４－１実験の概要

前章で提案したアルゴリズムを用いて、実際に読

Ｙｅｓ→

ＮＣ－－つ①後数量の文字数は３

③

列
挙

図２読点の分類木
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表２分類された読点の数と精度の評価

データ数 列挙 前後組合せ

そ
の
他

置
換

桁
区
切
り

前
後
組
合
せ

列
挙

正
し
く
認
識

正
し
く
認
識

未
認
識

誤
認
識

適
合
率

再
現
率

未
認
識

誤
認
識

適
合
率

再
現
率計

５６６ ４４９１６ ９６６％９９．６％

鍾jFi二iLi三
4５１５８２４１０２３ 98.3％

95.0％

94.3％

90.0％

94.6％

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

547

429

504

６
０
５

７
５
４

5４

３３

３４

８
７
６

１１

３７

１２

520

426

497

９

３８

１２

７
３
７

２

98.3％

91.8％

97.6％

９５．１％

99.3％

98.6％

６
０
５

７
５
４

４
３
５

２４１９ １８９２３９ ９６２％９８．０％ ２２９１３8３

桁区切り 置換 その他

正
し
く
認
識

正
し
く
認
識

正
し
く
認
識

適
合
率

未
認
識

誤
認
識

再
現
率

末
認
識

誤
認
識

適
合
率

再
現
率

未
認
識

誤
認
識

適
合
率

再
現
率
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分類できた数である。また､「誤認識｣は分類木を用い

て分類した分類項目が誤っていた数であり、「未認識』

は正しい分類項目の中で認識できなかった数である。

例えば、正しい分類項目は｢列挙』であるが、分類木

のアルゴリズムを用いた分類項目が｢置換｣と誤ってい

る場合、『置換』の分類項目は｢誤認識」になり、『列

挙』の分類項目は｢未認識｣となる。

Iま、実験の概要でも示したが、日常表記と異なりスポ

ーツ特有の表記を用いるため認識率が低下する。また、

大きなスポーツイベントの記事は、スポーツ面以外の１

面や特集面に掲載されることがあり、記事の内容を分

類することも必要と考えられる。一方、３面の記事は

｢【下三ケタ】１９５，２９３，３３２、３６６，６９５，８０３，８８

７｣のように、３桁の数字が連続で続く場合である。この

ように3桁の数字が連続で続く場合は、「桁区切り｣と

『列挙｣を判別するための他の分析項目が必要になる。

｢列挙｣全体の判定は適合率、再現率ともに95％を超

え､かなり優れた結果となっている。

５．実験結果

５－１列挙の分類

「列挙』の分類は､９５年４月の適合率が低くなって

いる。これは｢０１２０．８９９９０１，８９９８０２｣のような電

話番号の省略をうまく判別できないためである。しかし、

電話番号を認識するためには、前述の通り前後の文

脈を判断する必要があるので、今回の評価の範囲外

である。それにもかかわらず、91.8％と良い結果を示し

ている。また、９４年１０月の再現率が、他の月に比べて

低くなっている｡この原因は、特集面の｢94広島アジア

大会のゴルフの記録｣というスポーツ記事や３面の｢ＪＴ

株の当選番号発表｣の記事である。特集面の記事で

は、「日本(横尾、小島、尾家）８６４(２１８，２１５，２１

６，２１５)」のように、ゴルフの団体戦の合計スコアの後

に個人の記録を列挙している。このようにスポーツ記事

５－２前後組合せの分類

「前後組合せ｣の誤認識は、「３１，２日７時｣、「一

九四三、四四年の二年間」のように位がない場合で、

偶然連番になる場合である。そのため、文脈を判断す

る必要があり、今回の提案アルゴリズムからは範蠕外と

なる。再現率については100％と今回のテストデータで

最も良い結果を得た。

５－３桁区切りの分類

『桁区切り｣の分類で９４年１０月の誤認識は、「列

挙｣の分類で述べた。それ以外の誤認識は｢プルトニ
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ただし､『その他』の認識精度が悪いため、『その他』の

分類精度を向上させるためには、さらなるパターンの

追加が必要である。さらに認識精度を向上させるため

には、今回提案した値表現の情報だけによる自動分

類に加え、従来から研究されているような数量表現前

後の単語を含めて文脈を解析する必要が生じる。

ウム２３９，２４０などを含む｣、「このところ１００，１０１円

台の狭い幅｣、「小売価格は３４０，２４５ミリリットル缶と

も｣の３件だけである。これらの値表現を『桁区切り｣と

『列挙』に正しく分類するためには、文脈を判断して分

類する必要があり、値表現だけで分類することは、かな

り困難だと考えられる。一方、再現率低下の原因であ

る未認識は｢前日終値四、一六八・四一ドル｣などであ

り、小数点を含む場合のデータが認識できていないこ

とがわかった｡これは分類木に小数点を含む場合も考

慮することで、改善可能である。『桁区切り』全体の適

合率は83.7％、再現率も95％を超え、非常に良い結

果を示している。

６まとめ

本論文では、数量表現を四則演算可能な数値に

変換することで、数字の表記に依存しない範囲や数

値の検索できることを示した。特に数量表現を数値情

報に変換する際の問題において、読点の種類による

分類がある。ここでは数値への変換方法の違いから読

点を5種類に分類した。この読点の種類を自動的に判

別するために、分類木で生成したアルゴリズムの提案

を行った。計算機による実験結果では、「その他』の分

類以外は、すべて83％以上の精度があり、非常に良

い分類アルゴリズムであることが証明された。このことは、

読点の分類が、値表現の形式情報だけで、ほぼ90％

以上区別できることを示しており、特筆すべき結果とい

える。

今後の課題は、分類精度の向上が考えられる。今

回の計算機実験結果から､『その他｣の分類精度を上

げるために、分析項目を増やさなければならない。また、

さらなる精度の向上を行うためには、分類木の分析項

目に文脈解析を加えた修正を行う必要がある。また、

｢読点｣とともに数量表現の認識に問題となる｢範囲｣を

表すダッシュ｢－｣についても、同様に分類アルゴリズ

ムを提案し、精度評価を行う必要がある｡また､検索プ

ログラムのプロトタイプを作成する作業が残されてい

る。

５－４置換の分類

「置換｣の分類は、データ数が少ないので1件認識

できないだけで、85.7％と再現率の低下が大きい。９４

年１月の誤認識は、記事中の表であり、「１９３８．１．５

～２．１３，３５回」と人手によっても困難な分類である。

しかし、９５年４月の｢七三・五、八六・一、八○・○，七

五・二｣や95年12月の｢排気量は二三○○、二九○○

ｃｃ｣は、「後数量の文字数を２｣と限定する分析項目

を追加することで解決できる。

未認識は、既に｢前後組合せ』の分類で述べた

｢一九四三、四四年の二年間」であり、文脈を考慮し

て分類する必要があるので単純な分類木による分類

では不可能である。

『置換｣全体の適合率と再現率を見ると、それぞれ

88.2％、96.8％と良い結果を示している。

５－５その他の分類

今回、最も精度が悪かった『その他』の分類は､９４

年１月のデータでさえ精度が30％より低いものである。

この原因は、分析項目が値表現だけに限定したことに

ある。出現数も少ないため、９４年１月で分類できた例と

同様の分類は、他の月には出現しなかった。逆に、他

の月では出現したものは、９４年１月では見られなかっ

た、新たな分類が出現したため全体的に『その他｣の

精度は低くなっている。これを改善するためには、今後

さらにデータを増やし、分類木に分析項目を増やすこ

とで改善できる。
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５－６実験結果の考察

表２を見ると今回提案したアルゴリズムによる分類

はよく適合していると結論付けられる。今回用いた分

析項目はすべて値表現だけで判定を行った。読点の

分類は、値表現の情報だけで、実用化に近いレベル

で可能であることがわかった。このことは、これまでの研

究で明らかにされておらず、特筆すべき結果といえる。
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